
『
唐
人
雜
鈔』

に
つ
い
て

(

續)

池

田

温

は

じ

め

に

｢

東
洋
文
庫
書
報｣

前
號

(

二
〇
一
〇
年
三
月)

に
筆
者
は
東
洋
文
庫
所
藏
の
敦
煌
文
獻
殘
卷

『

唐
人
雜
鈔』

に
つ
い
て
、

は
じ
め
に

一

題
署
者

長
尾
雨
山

二

舊
藏
機
關

財
團
法
人
藤
井
齊
成
會
有
鄰
館

三

言
及
・
著
録

四

原
文
移
録

の
構
成
で
簡
單
な
紹
介
を
お
こ
な
っ
た
。
四
の
移
録
は
上
段
に
全
卷
の
寫
眞
を
掲
出
し
た
か
ら
、
併
せ
參
照
さ
れ
た
い
。

紹
介
の
文
末
に

｢

原
文
に
つ
い
て
の
解
説
は
次
號
に
掲
載
豫
定
で
あ
る
。｣
と
記
さ
れ
る
の
に
從
が
い
、
以
下
留
意
し
た
諸
點
を
簡
單

に
の
べ
る
。

一
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一

前
號
掲
出
寫
眞
に
つ
い
て

東
洋
文
庫
で
は
、
本
殘
卷
の
精
良
な
カ
ラ
ー
寫
眞
を
作
製
し
、
原
寸
と
ま
で
は
ゆ
か
ぬ
が
よ
く
原
形
を
髣
髴
さ
せ
、
研
究
乃
至
鑑
賞
者

に
好
條
件
を
提
供
し
て
い
る
。
７
枚
セ
ッ
ト
で

１

木
製
外
箱
、
唐
人
襍
鈔

長
尾
甲
署

(

朱
方
印)

２

卷
首
外
面
裝
幀
、
唐
人
雜
鈔

文
徳
元�
、
展
開
の
状
態

３

卷
首
外
面
裝
幀
、
同
右
、
ま
き
お
さ
め
の
状
態

４

本
文
１
〜
19
行

５

本
文
13
左
半
36
・
37
右
半
行

６

本
文
32
〜
57
行

７

本
文
52
〜
62
右
半
行
、
貼
紙

の
如
く
、
約
タ
テ
二
一
糎
×
ヨ
コ
二
九
・
五
糎
に
カ
ラ
ー
印
面
二
〇
・
五
×
二
五
・
五
糎
、
毎
紙
下
端
に
カ
ラ
ー
で
ス
ケ
ー
ル
が
示
さ
れ

る

(

２
の
み
左
端)

と
い
う
周
到
な
も
の
。

前
號
拙
稿
に
は
１
・
３
の
要
處

(

一
頁
下
端)

と
４
〜
７

(

一
一
〜
一
四
頁
上
段)

の
縮
小
掲
出
を
許
可
さ
れ
た
の
で
、
文
庫
の
高
配

に
感
謝
し
た
い
。

二
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な
お
注

(

１)

の
圖
版
は
東
京
古
典
會
の
了
承
を
い
た
だ
き
、
部
分
２
箇
所
を
縮
小
掲
出
で
き
た
。
そ
こ
で
は

｢

二
紙
行
書
十
七
行｣

と
さ
れ
る
が
、
前
號
一
四
頁
の
録
文
で
は
52
〜
62
行
ま
で
で

｢(

尾
闕)｣

と
な
っ
て
い
る
の
で
全
11
行
し
か
な
い
。
57
・
58
間
の

｢

魂｣

１
字
を
１
行
に
か
ぞ
え
れ
ば
12
行
と
な
る
が
、
17
行
と
は
５
行
の
差
は
の
こ
る
。
こ
の
く
い
ち
が
い
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
か
。
本
稿
執

筆
ま
で
に
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
特
に
意
見
を
よ
せ
ら
れ
た
か
た
は
お
ら
ず
、
東
京
古
典
會
か
ら
訂
正
も
出
て
い
な
い
。
し
か
し
み
の
が
し

て
よ
い
と
は
思
わ
れ
ぬ
の
で
一
言
す
る
。
東
京
古
典
會
で
は
大
入
札
會
カ
タ
ロ
グ
に
各
本
の
出
品
店
名
を
明
記
し
て
お
ら
ず
、
大
入
札
會

參
加
顧
客
に
は
會
場
で
直
接
お
し
え
紹
介
す
る
が
、
一
般
に
非
公
開
が
原
則
で
、
筆
者
は
山
本
書
店
に
訊
ね
た
け
れ
ど
も
關
西
の
古
書
肆

と
い
う
以
上
に
は
未
詳
で
、
特
に
吟
味
を
加
え
て
い
な
い
。

從
っ
て
可
能
性
は
十
七
行
が
十
一
乃
至
十
二
行
の
單
な
る
誤
植
か
、
本
卷
が
一
九
九
〇
年
秋
に
は
い
ま
み
る
圖
版
の
姿
で
な
く
十
七
行

の
文
面
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
小
生
の
か
ぞ
え
ま
ち
が
い
な
の
か
、
三
種
の
い
ず
れ
か
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
二
紙
は
現
状
に
適
合

し
、
筆
者
の
録
文
も
そ
う
な
っ
て
い
る
か
ら
、
十
七
だ
け
ま
ち
が
っ
て
い
る
と
論
證
す
る
の
は
容
易
で
な
い
。
け
れ
ど
も
現
在
原
本
乃
至

寫
眞
を
實
査
し
た
か
ぎ
り
で
は
、
11
或
12
行
で
よ
さ
そ
う
に
思
わ
れ
る
。

二

赤
外
線
撮
影
と
透
過
Ｘ
線
撮
影

『

唐
人
雜
鈔』

に
は
紙
背
に
一
箇
處
３
行
の
漢
字
文
が
す
け
て
み
え
る
。
背
面
は
上
質
厚
紙
が
貼
ら
れ
て
お
り
、
讀
解
困
難
。
そ
こ
で

東
洋
文
庫
の
ご
高
配
で
赤
外
線
・
Ｘ
線
の
力
を
借
り
て
み
よ
う
と
、
上
野
の
東
京
國
立
文
化
財
研
究
所
保
存
修
復
科
學
セ
ン
タ
ー
に
赤
外

三

���������������



四

寫眞１ 赤外線撮影による撮影箇所

寫眞２ 部位３の可視光寫眞 (上) および赤外線寫眞 (下)
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線
撮
影
お
よ
び
透
過
Ｘ
線
撮
影
を
依
頼
し
、
詳
細
な
結
果
報
告
を
い
た
だ
い
た
。

そ
こ
で
提
供
さ
れ
た
寫
眞
３
に
よ
り
、
表
面
の
東
京
離
宮
賦
と
類
似
し
た
筆
蹟
の
２
行
半
に
わ
た
る
文
言
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
１
行
13
字
、
第
２
行
14
字
、
第
３
行
７
字
か
と
み
え
る
。
そ
の
釋
讀
は
將
來
唐
代
文
學
專
家
に
ま
つ
。
末
尾
は

｢

爲
不
朽
矣｣

の
よ
う

に
見
え
辭
賦
の
類
か
と
想
像
さ
れ
る
。
筆
者
は
東
洋
史
學
科
を
卒
業
し
中
國
中
古
史
を
専
攻
し
て
き
た
が
、
中
國
文
學
に
對
す
る
基
礎
學

力
は
乏
し
く
、
釋
文
作
成
は
困
難
で
ま
こ
と
に
相
す
ま
ぬ
次
第
で
あ
る
。

鈔
寫
者
は
表
面
の
51
行
と
同
じ
蓋
然
性
が
大
き
く
、
52
行

｢

旌
節
文
徳
元
年
…
…｣

以
下
と
は
別
筆
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
本
殘
卷
は
、
典
籍
の
整
寫
本
で
は
な
く
、
行
書
が
か
っ
た
楷
書
で
書
寫
さ
れ
、
４
行
か
ら
５
行
に
か
け
て
濃
墨
で
10
字
ば

か
り
抹
消
し
て
あ
り
、
56
・
57
行
以
下
は
墨
線
を
タ
テ
と
斜
め
格
子
状
に
え
が
い
て
數
行
を
抹
消
す
る
が
、
本
來
の
文
字
の
若
干
は
な
お

讀
み
と
れ
る
状
態
に
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
卷
首
・
卷
末
と
も
丁
寧
に
切
斷
さ
れ
ず
に
裝�
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
首
尾
と
も
相

當
の
長
さ
の
書
寫
が
本
來
續
い
て
い
た
か
と
推
察
さ
れ
、

打
棄
て
ら
れ
て
の
ち
に
取
上
げ
ら
れ
立
派
な
裝
釘
が
加

え
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
。

移
録
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
第
４
、
７
、
13
、
18
、

36
行
行
頭
右
側
に
○
が
附
さ
れ
、
40
、
43
行
右
側
に

が
引
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
書
寫
終
了
後
に
だ

れ
か
が
讀
ん
で
め
じ
る
し
を
附
け
た
と
み
ら
れ
、
48
行

五

寫眞３ 部位３白線部分の裏面

に書かれた文字｡ (ImageJ

(National Institute of Health,

USA) により画像処理)
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首
に
も
○
が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
○
や

を
附
し
た
の
は
書
寫
者
自
身
で
は
な
く
、
後
の
讀
者
が
加
え
た
と
み
て
差
支
え
な
か
ろ

う
。(｢
東
洋
文
庫
書
報｣

前
號
の
拙
稿
を
參
照)

透
過
Ｘ
線
撮
影
に
よ
り
、
紙
縫
２
箇
所

(

20
・
21
行
間)

(

51
・
52
行
間)

が
た
し
か
め
ら
れ
、(

35
・
36
行
間)

に
は
紙
縫
は
存
し
な

い
と
み
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

長
尾
雨
山
が
裝
釘
を
加
え
、
木
匣
を
製
作
し
、
卷
首
標
題
紙
と
木
箱
に
題
署
し
て
か
ら
は
、
だ
れ
も
本
卷
に
か
き
い
れ
し
て
い
な
い
。

裝
釘
の
際
卷
末
後
に
跋
文
等
を
か
き
い
れ
ら
れ
る
よ
う
に
、
上
質
の
白
紙
が
貼
っ
て
あ
る
が
、
記
入
は
今
日
ま
で
皆
無
。

東
京
文
化
財
研
の
透
過
Ｘ
線
撮
影
で
は
、
数
ミ
リ
程
度
の
太
さ
の
線
が
横
方
向
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り

(

寫
眞
４
・

５)

、
本
紙
を
裏
打
ち
し
た
時
に
用
い
ら
れ
た
糊
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

な
お
赤
外
線
撮
影
で
は
、
本
紙
の
簾
の
目

(
寫
眞
２

(

下)

の
し
ま
状
の
部
分)

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
太
さ
や
間
隔
は
、
中
國

製
の
紙
の
典
型
的
な
特
徴
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
本
殘
卷
の
用
紙
が
中
國
製
と
推
測
さ
れ
る
。

三

前
半
は
類
書
か
？

原
文
１
〜
51
行
に
は
、
樓
・
兄
弟
・
班
固
〈
東
京
賦〉

・
張
衡
〈
西
京
賦〉

・〈

唐
興
寒
松
賦〉

・
陸
景

『

典
語』

・〈

東
京
離
宮
賦〉

・『

莊

子』

・『

孟
子』

等
が
列
舉
さ
れ
て
お
り
、
前
號
拙
文
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
す
で
に
榮
新
江
氏
に
よ
り
一
種
の
類
書
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

但
し
現
存
す
る
唐
宋
時
代
の
類
書
と
一
致
す
る
個
所
は
見
出
さ
れ
ず
、
六
朝
類
書
の
佚
文
に
も
該
當
す
る
も
の
は
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う

六

���������������



七

寫眞４ 透過Ｘ線撮影による撮影箇所

寫眞５ 透過Ｘ線撮影による各部位の寫眞

部位③ 部位② 部位①
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で
あ
る
。

王
三
慶
氏
の
大
著

『

敦
煌
類
書』

(

高
雄

麗
文
文
化
事
業
股�
有
限
公
司
、
一
九
九
三
年
六
月
初
版
１
刷
、
精
裝
兩
冊
、
上
冊
、
壹

研
究
篇
、
貳
録
文
篇
、
參
校
箋
篇
、
九
三
二
頁
、
下
冊
、
索
引
篇
、
圖
版
篇
、
九
三
三
〜
一
四
九
六
頁
、
定
價
精
裝
二
冊
、
二
千
元)

は

王
三
慶
氏
と
助
理
郭
長
城
・
康
世
昌
・
謝
明
勲
計
４
名
の
協
力
に
な
る
勞
作
で
、
極
め
て
整
然
と
編
纂
さ
れ
て
お
り
、
刊
行
后
今
日
ま
で

17
年
ち
か
く
敦
煌
本
類
書
の
津
梁
と
し
て
ひ
ろ
く
參
照
活
用
さ
れ
て
き
た
。
本
書
圖
版
篇
に
は
、〈
修
文
殿
御
覧〉

・〈

勵
忠
節
抄〉

・〈

類

林〉

・〈

事
森〉

・〈�周
玉
集
〉
別
本
・〈

勤
讀
書
抄〉

・〈

應
機
抄〉

・〈

新
集
文
詞
教
林〉

・〈

新
集
文
詞
九
經
抄〉

・〈

對
語〉

・〈�
金〉

・〈

蒙

求〉

・〈

兎
園
策
府〉

・〈

李�
雜
詠
張
庭
芳
註
本〉

・〈

古
賢
集〉

・〈

珠
玉
鈔
〉
等
お
び
た
だ
し
い
敦
煌
類
書
の
原
影
を
蒐
録
し
、
録
文
篇
・

校
箋
篇
に
釋
文
・
校
註
を
提
供
、
更
に
〈
敦
煌
類
書
引
書
、
人
名
、
辭
條
四
角
號
碼
索
引
總
表〉

〈
敦
煌
類
書
人
名
索
引〉

〈
敦
煌
類
書
引

書
篇
名
索
引〉

〈
敦
煌
類
書
辭
條
索
引
〉
よ
り
な
る
索
引
篇
を
具
え
、
卷
頭
の
總
序
と
研
究
篇
の
詳
細
な
分
類
、
概
説
、
各
書
別
解
説
、

評
價
と
相
ま
っ
て
讀
者
に
貴
重
な
情
報
を
提
供
す
る
。

但
だ
こ
れ
を
一
覧
し
た
所
〈
敦
煌
雜
鈔
〉
は
收
載
さ
れ
て
い
な
い
。
本
書
校
箋
篇
末
の
引
用
書
目

(

九
二
九
〜
九
三
一
頁)

に
は
傳
存

類
書
は
じ
め
四
部
の
要
籍
が
列
舉
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
近
代
の
内
外
研
究
文
獻
の
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
は
見
當
ら
な
い
。

四

本
殘
卷
の
性
格

筆
者
は
東
洋
史
学
科
出
身
で
、
西
嶋
定
生
先
生

(

一
九
一
九
〜
一
九
九
八)

の
御
指
導
下
に
大
学
院
で
唐
代
均
田
制
施
行
の
實
状
を
テ
ー

八

���������������



マ
に
修
論
を
ま
と
め
、
中
國
中
古
期

(

魏
晉
南
北
朝
・
隋
唐
時
代)

の
法
制
・
社
會
經
濟
史
を
專
攻
し
、
北
大
文
學
部
・
東
大
東
洋
文
化

研
究
所
・
創
價
大
學
文
學
部
等
で
數
十
年
間
教
學
に
從
事
し
た
。

そ
の
間
前
近
代
東
亞
の
文
化
交
流
史
に
關
心
を
よ
せ
、
若
干
の
論
考
を
發
表
し
た
が
、
い
ず
れ
も
史
學
に
か
か
わ
る
も
の
で
、
文
學
に

は
全
く
門
外
漢
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

從
っ
て
、｢

唐
人
雜
鈔｣

を
解
説
す
る
に
不
適
任
な
點
は
重
々
承
知
し
て
お
り
、
唐
代
文
學
研
究
の
泰
斗
佐
藤
保
先
生

(

お
茶
の
水
女

子
大
學
名
譽
教
授)

に
本
殘
卷
に
該
當
す
る
資
料
の
存
否
を
お
訊
ね
し
た
。
親
切
な
先
生
は
檢
索
さ
れ
た
結
果
見
當
ら
な
い
と
教
示
賜
わ
っ

た
。こ

れ
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
本
殘
卷
は
唐
代
の
既
知
文
獻
で
は
な
く
、
ユ
ニ
ー
ク
な
資
料
と
し
て
扱
か
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
録
文
を
一

見
し
て
留
意
さ
れ
る
の
は
、
51
行
以
前
と
52
行
以
下
の
外
型
に
明
瞭
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
丁
度
そ
こ
に
紙
縫
が
存
し
、

前
は
寫
本
、
後
は
公
文
と
辨
別
さ
れ
る
。
公
文
は
文
徳
元
年

(

八
八
八)

の
河
西
歸
義
軍
節
度
使
に
張
淮
深
を
任
ず
る
旌
節
メ
モ
と
み
な

さ
れ
、
56
・
57
行
上
半
と
58
行
以
下
が
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
51
行
以
前
の
寫
本
と
は
内
容
に
關
聯
が
全
く
見
出
さ
れ
な
い
。

２
行
の
樓
１
字
は
目
立
つ
濃
墨
で
や
や
大
字
に
書
か
れ
、
項
目
の
み
だ
し
か
と
み
ら
れ
る
。
２
・
３
兩
行
は
、

梅
梁
桂
棟

架�
浮
上�
桷
彫
楹

光
霞
爛
目

の
４
字
４
句
。
梅う

め

の
梁は
り

、
桂
か
つ
ら
の
棟
む
な
ぎ
、�ぬ
い

の
桷
た
る
き
、
彫ほ
り

の
楹
は
し
ら
、
の
四
者
が
樓
た
か
ど
の
の
材
質
、
第
二
第
四
句
が
高
く
そ
び
え
、
輝
い
て
い
る
形
容
。

第
４
〜
９
行
が
兄
弟
の
項
。
訓
讀
を
試
み
る
な
ら
、

天
倫
義
重
く
斷
臂
を
嗟な

げ

い
て
増
悵
を
弔
し
、
同
氣
情
深
く
脣
亡
を
歎
じ
て�尓
慮
せ
ん
。
薛
苞
の
聚
居
を
耻
じ
、
姜
宏
の
共
被
を
慕
ふ
。

九

���������������



遂
に
桓
山
の
四
鳥
を
し
て
長
く
離
別
の
聲
を
□

(

囀)

り
、
田
氏
の
三
荊
永
く
連
梢
の
影
を
茂
ら
す
。

第
10
行
、
瀛
□
記
、
巨
浪
天
を
驚
か
し
、
奔

濤

ほ
と
ば
し
る
な
み
日
に
浴
す
。

第
11
・
12
行

門
庭
閑
寂
に
し
て�
雀
の

喧
か
し
ま
し
き
を
□
□
し
、
院
宇
凋
殘
、
唯た
だ

丘
塘
の
雨
あ
め
ふ
る
を
見
る
。

４
行
の
斷
臂
は
辭
書
を
み
る
と
、
禪
宗
の
達
磨
と
慧
可
の
故
事
が
著
名
だ
が
、
兄
弟
と
は
無
關
係
。《
漢
語
大
詞
典
》
６
・
一
〇
九
九

頁
は
、『

新
五
代
史』
雜
傳
序

｢

予
嘗
得
五
代
時
小
説
一
篇
、
載
王
凝
妻
李
氏
之
事
…
…
家
青
齊
之
間
、
為�
州
司
戸
參
軍
、
以
疾
卒
于

官
。
凝
家
素
貧
、
一
子
尚
幼
、
李
氏
攜
其
子
負
遺
骸
以
歸
東
。
過
開
封
、
止
旅
舍
。
旅
舍
主
人
見
其
婦
人
獨
攜
一
子
而
疑
之
、
不
許
其
宿
。

李
氏
顧
天
已
暮
、
不
肯
去
、
主
人
牽
其
臂
而
出
之
。
李
氏
仰
天
長
慟
曰
、『

我
為
婦
人
、
不
能
守
節
而
此
手
為
人
執
邪
？
不
可
以
一
手
並

汚
吾
身
！』

即
引
斧
自
斷○

其
臂○

。｣

、
明
邵�粲
《
香�
記

強
婚
》｢

豈
不
聞
李
氏
斷○

臂○

、
清
風
滿
耳
如
生
。｣

、《
剪
燈
餘
話
・
鸞
鸞
傳
》

｢

效
投
崖
之
烈
女
、
慕
斷○

臂○

之
貞
妻
。｣

、
清
黄
宗
羲
《
唐
烈
婦
曹
氏
墓
志
銘
》｢

夫�
陽
女
子
、
一
言
而�
身
、
王
凝
之
妻
、
倉
卒
而
斷○

臂○

。

古
人
於
生
死
際
、
處
之
至
精
、
今
人
見
其
為
輕
耳
。｣

を
引
用
し
、｢

女
子
の
貞
潔
守
身
を
謂
う｣

と
解
す
。

本
殘
卷
に
は
姉
妹
の
項
が
な
い
の
で
兄
弟
の
擧
例
と
な
っ
て
不
自
然
の
感
を
免
れ
な
い
。

６
行
の
脣
亡
は
、｢

脣
亡
齒
寒｣

く
ち
び
る
う
せ
れ
ば
は
さ
む
し
の
意
。
出
典
は
《
春
秋
左
氏
傳
》
僖
公
五
年
・
哀
公
八
年
の
記
事
。

關
係
の
親
密
な
た
と
え
。

７
行
の
薛
苞
・
姜
宏
に
つ
い
て
は
、
前
號
の
録
文
で

｢

聚
居｣

と
録
し
た

｢

聚×｣

字
は
圖
版
を
よ
く
み
る
と
別
字
に
釋
す
方
が
よ
く
、

�
と
み
る
の
も
一
案
。�
居
の
熟
語
は
目
下
見
當
ら
ぬ
が
、
共
被

(

同
じ
フ
ト
ン
で
寢
る)

と
對
に
な
る
の
で
單
獨
で
く
ら
す
意
味
あ
い

か
。
な
お
人
名
の
薛
苞
・
姜
宏
も
確
認
で
き
ぬ
が
、
漢
人
薛
方
や
姜
肱
と
關
係
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

一
〇
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８
行
の
桓
山
四
鳥
〜
離
別
之
聲
は
前
號
脚
注
に
記
し
た
よ
う
に
、『

孔
子
家
語』

卷
五
顔
回
第
十
八
の

(

二)

項
に
み
え
る
。
藤
原
正

氏
の
校
譯
を
下
に
引
い
て
お
く

(

岩
波
文
庫
33
―
202
―
２
・
一
九
三
三
年
第
１
刷
、
一
九
八
八
年
第
６
刷
、
一
一
八
頁)

。

孔
子
、
衞
に
在
り
。
…
…
顏
回
、
側
に
侍
す
。
哭
す
る
者
の
聲
甚
だ
哀
し
き
を
聞
く
。
子
曰
く

｢

回
、
汝
こ
れ
何
の
哭
す
る
所
な
る

を
知
る
か｣
と
。
對
へ
て
曰
く

｢

回
以
へ
ら
く
、
こ
の
哭
聲
は
但
に
死
者
の
為
め
に
す
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
又
生
離
別
あ
る
者
な
り｣

と
。
子
曰
く

｢
何
を
以
て
こ
れ
を
知
る｣

と
。
對
へ
て
曰
く

｢

回
聞
け
り
、
桓
山
の
鳥
、
四
子
を
生
み
、
羽
翼
既
に
成
り
て
將
に
四

海
に
分
れ
ん
と
す
る
と
き
、
そ
の
母
悲
鳴
し
て
こ
れ
を
送
れ
る
を
。
哀
聲
こ
れ
に
似
た
る
有
り
。
そ
の
往
き
て
返
ら
ざ
る
を
謂
へ
ば

な
り
。
回
竊
に
、
音
の
類
せ
る
を
以
て
、
こ
れ
を
知
る｣

と
。
孔
子
、
人
を
し
て
哭
す
る
者
に
問
は
し
む
。
果
し
て
曰
く

｢

父
死
し
、

家
貧
し
。
子
を
賣
り
て
以
て
葬
り
、
こ
れ
と
長
く
決
れ
ん
と
す｣

と
。
子
曰
く

｢

回
や
音
を
識
る
に
善
し｣

と
。

８
〜
９
行
の

｢

田
氏
三
荊｣

は
漢
の
田
眞
兄
弟
の
故
事
で
、
夙
に
中
田
薫
・
仁
井
田
陞
兩
先
學
が
兄
弟
遺
産
相
續
の
均
分
の
事
例
と
し

て
注
目
さ
れ
た
。
出
典
は

『

太
平
御
覽』

卷
四
二
一
人
事
部
六
二
、
義
中
に
引
く
《
續
齊
諧
記
》(

梁
の
呉
均
撰)

。

田
眞
兄
弟
三
人
、
家
巨
富
而
殊
不
睦
。
忽
共
議
分
財
、
金
銀
珍
物
、
各
以
斛
量
。
田
業
生
貲
、
平
均
如
一
。
唯
堂
前
一
株
紫
荊
樹
、

花
葉
美
茂
。
共
議
欲
破
為
三
、
人
名
一
分
、
待
明
就
截
。
尓
夕
樹
即
枯
死
、
状
火
燃
葉
萎
枝
摧
、
根
莖�焦�卒
。
眞
至�雋
門
而
往
之
、

大
驚
謂
語
弟
曰
、｢

樹
本
同
株
、
聞
當
分
析
、
所
以�焦�卒
。
是
人
不
如
樹
木
也
。｣

因
悲
不
自
勝
、
便
不
復
解
樹
。
樹
應
聲
遂
更
青
翠
、

華
色
繁
美
。
兄
弟
相
感
、
更
合
財
産
、
遂
成
純
孝
之
門
。
眞
以
漢
成
帝
時
、
為
太
中
大
夫
。(

中
華
書
局
影
印
宋
版
、
第
二
册
、
一

九
四
四
頁)

、
中
田
薫

『

唐
宋
時
代
の
家
族
共
産
制

(

一)』

國
家
學
會
雜
誌
四
〇
卷
七
號

(

一
九
二
六
年)

、
一
六
頁
、
仁
井
田
陞

『

支
那
身
分
法
史』

東
方
文
化
學
院
東
京
研
究
所
、
一
九
四
二
年
一
月
、
東
京
大
學
出
版
會
縮
影
印
、
一
九
八
三
年
二
月
、
三
八
〇

一
一
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頁
。

10
行
の
首
３
字
は
書
名
の
よ
う
だ
が
、
第
２
字
を
ど
う
讀
む
べ
き
か
未
詳
。
以
下
４
字
２
句
、
海
景
。

11
・
12
行
、
４
字
６
字
２
句
、
庭
宅
の
荒
廢
の
す
が
た
。
海
景
と
庭
宅
は
無
關
係
、
兄
弟
と
の
關
連
も
な
さ
そ
う
。

13
〜
35
行
は
前
號
脚
注
の
如
く
漢
の
班
固

(

三
二
〜
九
二)

〈
東
京
賦〉

・
張
衡

(

七
八
〜
一
三
九)

の
〈
西
京
賦
〉
の
抄
録
と
撰
者
未

詳
の
〈
唐
興
寒
松
賦〉
、
前
二
者
は
著
名
な
漢
賦
で
長
文
の
ご
く
一
部
の
抄
録
に
す
ぎ
な
い
が
、〈
唐
興
寒
松
賦
〉
は
全
文
を
傳
え
る
と
お

ぼ
し
く
貴
重
な
佚
文
で
あ
る
。
撰
者
未
詳
だ
が
９
世
紀
以
前
の
唐
人
の
作
で
味
讀
に
値
し
よ
う
。

40
〜
43
行
の
〈
東
京
離？

宮
賦
〉
も
佚
文
ら
し
い
が
斷
文
で
價
値
に
乏
し
い
。

36
〜
39
行
の
陸
景

｢

典
語｣

は
諸
子
の
一
種
で
三
國
呉
の
陸
景
の
撰
。『

隋
書
經
籍
志』

著
録
。
興
膳
宏
・
川
合
康
三
兩
氏
著

『

隋
書

經
籍
志
詳
攷』

(

汲
古
書
院
、
一
九
九
五
年)
四
八
四
頁
に
左
の
解
説
あ
り
。

儒
家

(

30)

―
２

典
語

十
卷

(

陸
景
撰

亡)

新
唐

陸
景
典
訓○

十
卷

通
志

典
訓○

十
卷

陸
景
撰

(

30)

―
３

典
語
別

二
卷

並
呉
中
夏
督
陸
景
撰

亡
。

陸
景

(

二
五
〇
〜
二
八
〇)

、
字
は
士
仁
、
呉
郡
呉

(

江
蘇
省)

の
人
。
陸
抗
の
子
で
、
陸
機
・
陸
雲
の
兄
。
呉
の
偏
將
軍
・

中
夏
督
と
な
っ
た
が
、
呉
の
滅
亡
に
際
し
て
殺
さ
れ
た
。
三
國
志
呉
書
一
四
陸
抗
傳
に
よ
れ
ば
、
景
は
學
を
好
み
、
書
數
十

篇
を
著
わ
し
た
。
史
通
自
敍
篇
に
も
、｢

陸
景
典
語｣
の
名
が
見
え
る
。
典
語
は
羣
書
治
要
四
八
に
佚
文
七
篇
を
收
め
る
。

ま
た
意
林

(

宋
刻)

に
は

｢

典
語
十
卷｣

と
あ
り
、
佚
文
二
則
を
引
く
。

な
お
七
六
八
頁
に
、

一
二

����������������



別
集

(

81)

―
１

又
有
陸
景
集
一
卷

亡

陸
景
は
、
子
部
儒
家

(

30)

―
３
參
照
。
通
志

陸
景
集
一
卷

[

輯
本]

全
三
國
文
七
〇

と
あ
る
。
な
お
佚
文
を
蒐
録
し
た
清
代
の
嚴
可
均

(

一
七
六
二
〜
一
八
四
三)

と
馬
國
翰

(

一
七
九
四
〜
一
八
五
七)

の
輯
本
が
〈
四
録

堂
稿
〉
適
園
叢
書
第
五
集
、
及
び

｢

玉
函
山
房
輯
佚
書
子
編
儒
家
類
・�郎�
館
刊
玉
函
山
房
輯
佚
書
子
編
儒
家
類｣

、
兩
種
あ
る
が
、
本

殘
卷
の
殘
文
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

44
〜
47
行
の
莊
子
、
前
號
脚
注
に
の
べ
た
以
上
に
は
調
査
し
て
い
な
い
。

48
〜
51
行
の
孟
子
、
前
號
脚
注
の
所
見
に
と
ど
ま
る
。

52
行
の
旌
節
、
文
徳
元
年
以
下
に
關
し
て
は
、
前
號
の
記
述
以
降
、
特
に
新
知
見
は
な
い
。

饒
宗
頤
氏
が
こ
れ
ら
諸
子
殘
文
を
無
視
さ
れ
た
の
は
、
特
筆
す
べ
き
優
點
が
見
當
ら
な
か
っ
た
か
ら
と
推
察
さ
れ
る
。

書
蹟
と
し
て
も
決
し
て
す
ぐ
れ
て
は
い
な
い
。
但
だ
中
流
下
流
文
人
の
習
學
乃
至
研
讀
の
實
例
と
し
て
、
教
育
史
や
學
術
史
の
參
考
資

料
と
は
な
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京
文
化
財
研
究
所
保
存
修
復
科
学
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
の
吉
田
直
人
・
犬
塚
将
英
両
氏
の
御
協
力

を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

(

東
洋
文
庫
研
究
員
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
創
価
大
学
名
誉
教
授)

一
三
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